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発刊のごあいさつ 
 
 
 

本誌「月刊 Global Sourcing Review」は、オフショア

開発やアウトソーシングに関わる全ての人々に、有益で

鮮度の良い情報を届けるために創刊された専門誌です。 
 

日本 IT 産業では欧米諸国に比較して海外諸国との協

働に意識の壁、法の壁などのさまざまな障壁が高く、自

分とは違った習慣、文化、考えを持った人々と協調して

仕事をする方法が確立されてきませんでした。 
 
逆に、このことは江戸時代の鎖国制度のように、今まではさまざまな障壁に守

られ、非常に大きな国内の IT マーケットの需要を、国内の会社が、国内のリソー

スを使ってまかなってきたおかげで、他国の人々と働かずとも、何ら問題はあり

ませんでした。 
 
しかし、すでに皆様もお気づきの通り、仕事のルール、ビジネスのルールは国

際化時代へと大きく変わってきています。そして、この激動の時代をチャンスと

捉え、新しい時代に、日本が国際競争力を保ち、存在感を高め、世界をリードし

ていくことが必要です。 
 
そのような新しい国際化時代には、新しいグローバル人材が必要です。 
 
本誌はオフショア開発や異文化協働に必要なスキルを備えた人材の育成機関と

して立ち上げた「オフショア大學」が発行しています。 
 
今後もさまざまな形でオフショア開発、アウトソーシングに関する役立つ最新

情報を提供していきたいと考えています。 
 
引き続きご支援いただければ幸いです。 

 
株式会社 PM Academy 

代表取締役社長 

北島義弘 
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金融危機とオフショアリングの世界動向 
 

オフショア大學 

幸地司 

 
大連では闇雲な規模拡大に終止符、人材マネジメントの重点課題に変化の兆し 

 
はじめに 

オフショア開発（米国では offshoring）は、時とし

て政治問題として扱われるなど人々を熱くさせます。

2008 年 11 月に行われた米国大統領選挙では、大きい

政府を指向する民主党のオバマ氏が勝利しました。実

際、オバマ氏は選挙期間中、従業員を解雇して BPO を

推進する米国企業への減税の適用中止を公約に掲げて

おり、国内の産業空洞化を促進するオフショアリング

に否定的な見解を示しています。 

 

表 1：米国二大政党のオフショアリングに対する姿勢 

勝った民主党 大きな政府、オフショア反対、

米国雇用重視 

負けた共和党 小さな政府、民間主導のオフシ

ョア促進 OK 

 

当面の間は、「猫も杓子もオフショア開発」といっ

た楽天的な発想は影を潜めるでしょう。一方で、オフ

ショア開発を無期限停止するといった現実逃避の姿勢

も認められません。多様化する世界を生き抜くオフシ

ョア開発プロフェッショナルたる者は、海外発注に「賛

成か反対か」と安易な二元論の危険性を認識すべきで

す。 

これからのキーワードは「統合」です。単なるバラ

ンス感覚ではなく、互いの特徴を消す融合でもなく、

高次元の統合を目指します。例えば、「今すぐ全ての日

本企業が中国オフショア開発に取り組むべきか」との

問いに対して、私の答えは「否」です。その根拠は、

拙著『オフショア開発に失敗する方法』[1]で詳しく分

析しましたので、興味ある方は書籍をご参照ください。

ここでは、２つの主要要因を挙げるにとどめます。 

 

(1) 中国人プログラマは供給過剰である 

(2) 中国人マネジメント層の人材不足は短期的には解

決される見込みはない 

 

したがって、ある会社では「オフショア拡大」とい

う意思決定が正解でも、別の会社では「オフショア発

注は時期尚早」が合理的な経営判断だということにな

ります。昔から中国オフショア開発に挑戦してきた一

部の企業は、その見返りとして十分な先行者利益を享

受しています。ところが、何の準備もないまま周囲の

雰囲気に流されて、今頃になってあわてて中国オフシ

ョア開発に着手しても、得られる価値は小さいのでは

ないでしょうか。 

以上の背景を踏まえながら、今月は米国オバマ新大

統領の誕生や世界中を襲った金融危機がオフショアリ

ングに与える影響を考察します。次いで、日本市場に

おけるオフショア開発の最新動向を分析します。 

 

オバマ大統領誕生によるインド IT へ影響 
 

インド IT 業界はオバマ新大統領の誕生を歓迎[2] 

（インドソフトウエア・サービス協会 2008/11/6 付） 

 

米国大統領選に勝利したオバマ氏は、オフショアリ

ングを推進する企業の租税優遇税制処置をなくすと公

言しています。オバマ氏が米国大統領に就任すること

に際して、インド側は一斉に「インドのオフショアリ

ングへの影響は小さい」と報じました。しかしながら、

私にはインド IT 業界の負け惜しみに聞こえます。なぜ

なら、解決に至る時間軸が不明瞭であり、なおかつ業

績回復に至る根拠が示されていないからです。不況に

陥った米国経済の回復が長引くことは、多くの専門家

の間で一致した見解です。少なくとも、米国経済が、

来年回復する兆しはありません。 

したがって、米国に売上の７割を依存するインドも、

来年急激に回復する見込みはありません。とはいいつ

つも、さすがに、中期的にはインド IT 各社とも盛り返

すでしょう。私は以下の復活シナリオを描いています。 

 

表 2：インド IT 業界復活のシナリオ 

短期 ERP パッケージ導入、組込、間接業務の BPO

路線で苦労する 

中期 米国市場に本格参入、メキシコ・カナダに

巨大パーク建設 

長期 新モデルの創出（クラウド・SaaS 型、ハー

ド生産一体など） 

 

米国の名門紙ニューヨークタイムズに、こんな記事
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が載っていました。 

 

インド IT 大手 Wipro は、過去数年間、米国やルーマ

ニア、エジプトに大規模な拠点を建設しました。そこ

で、これまでにない新しい取り組みとして、顧客のデ

ータセンター管理のためのマイクロセンサの設計を計

画しています（The New York Times, 2008/11/4）[3]。 

 

短期的は、厳しい経営環境に直面するインド IT 大

手ですが、長期的には心配ありません。Wipro は、こ

れからの新しい戦略として「米国で技術者を採用し、

インドで教育して、必要なら米国に戻す」と発表しま

した。コスト削減の効果は期待できませんが、顧客と

一緒に R&D 分野を担当する、次世代アウトソーシング

の新形態となりそうです。米国やその周辺で採用され

る Wipro 従業員の大半は、インドや新興国からやって

きた米国留学生でしょう。その意味では、Wipro の新

戦略でも、米国出身労働者の雇用が創出される効果は

期待できません。この点は、労働者寄りの政策を好む

オバマ新大統領に嫌われるかもしれません。実際、労

働者や低所得者の保護を訴えて当選した民主党の新大

統領は、就労ビザや米国永住権の取得について、どこ

まで保護政策を打ち出すかは不透明です。 

米国市場に売上の７割を依存するインド IT 業界に

影響があれば、時間差を経て必ず日本にも変化の波は

訪れます。負の影響か、それとも正の影響かは未知数

です。 

 

参考文献 

[1] 幸地司（2008）、“オフショア開発に失敗する方法”、

ソフト・リサーチ・センター 

[2] “NASSCOM Congratulates Senator Barack Obama on 

his Historic Victory”, 

http://www.nasscom.in/Nasscom/templates/NormalPa

ge.aspx?id=55085 (インドソフトウエア・サービス協

会 2008/11/6) 

[3] “Outsource Locally”, 

http://bits.blogs.nytimes.com/2008/11/04/wipros-

new-strategy-outsource-locally/ (The New York 

Times 2008/11/4) 

 

金融危機とオフショアリング 
先進国の中でもっともバブル経済を謳歌したのが

英国でした。ロンドンの地下鉄初乗り料金が 1,000 円

を超えていたのは有名です。その反動から、英国では

「反グローバリゼーション」を掲げる政治的な動きも

確認されています。とはいえ、英国ハイテク産業の主

要メンバは、オフショアリングはもはや標準的な商習

慣になったと指摘します。まずは、英国ハイテク産業

がまとめた簡単な調査結果を紹介します。先月発表さ

れたレポート[3]は、グローバルソーシングという使い

古された未来像を示す一方、成功のカギはあくまでも

内部の専門家の活躍次第だと、人材戦略の重要性を説

きます。 

 

アンケートによると、96％は将来の“マルチソーシン

グ化”を予測します。さらに 89％はオフショアリング

からグローバルソーシングに移行すると回答。グロー

バルソーシングとは、アウトソーシングの世界最適地

を戦略的に配分するポートフォリオ戦略に基づく発想

です。 

過去：中国一辺倒 

現在：チャイナ・プラス・ワン 

未来：世界状況や案件に応じてアウトソーシング先を

戦略的に配分 

 

次いで、マッキンゼー英国オフィス担当ポール・ウ

ィルモット氏は、IT 専門誌へのインタビューで次のよ

うに語ります[5]。 

 

金融危機は深刻ですが、金融系に限っても業務は複雑

で多岐に渡りますので、これからもオフショアリング

に頼らざるを得ません。ユーザ企業1がオフショアリン

グを推進する目的は３つあります。短期的にも中期的

にも、積極的にオフショアリングを活用する姿勢に変

化はありません。 

・コスト削減 

・最適地調達モデルによるビジネス拡張性の確保 

・タレント確保 

 

欧州のアウトソーシング専門家も、来年のオフショ

ア・アウトソーシングに影響を与える要因を 6 つ挙げ

て、金融危機の影響は 2009 年にも尾を引くと警告しま

す[6]。 

 

・グローバリゼーションは今後も続く、ただしスロー

ペースで 

・ポートフォリオ戦略の見直し 

・より短期間で、ベンダ鑑定、直接／間接発注、規模

拡大／合理化などの判断を下す必要性が増す 

・外国為替市場の不安定さ 

・オフショア労働市場の賃金上昇は一時的に収まる 

・新しいアウトソーシングモデルの開発と発展 

                                                                  
1 ポール・ウィルモット氏に限らず、欧米諸国がオフ

ショアリングを語る際の主語は「ユーザ企業」です。

日本だけ、主語が「SIer」などのソフトウェア受託企

業です。ある意味、ユーザ不在の風潮が蔓延すること

は否めません。 
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・2008 年秋 従来から、欧米企業のオフショアリングにはソフト

ウェア開発だけではなく、間接業務のアウトソーシン

グも含まれます。そして、今後は間接業務だけではな

く、マーケティングや R＆D といった企業の中核業務す

ら海外委託する事になります。 

人材市場で職を求める高級人材が増える一方、求人

は激減 

 

表 3：大連ベンダの勝ち負けを分ける要因 

負け要因 勝ち要因 

自前の営業部隊を持た

ず、安定した大連大手

IT への派遣や孫請けに

頼り切っていた。こうし

た派遣・孫請け企業は、

右肩上がりの時代は、真

面目に独自の商流を模

索する上流指向のベン

ダよりも遙かに高収益

を誇っていた。 

厳しい大連で生き残る

には、会社規模は無関

係。大規模でも、孫請け

主体なら簡単に仕事を

干されてしまう。経営者

が「ソフトウェア開発に

コミットする」が最も大

事な条件である。「儲か

るから IT、楽だから派

遣、次は不動産」と浮気

性な経営陣が運営する

会社は見事に淘汰され

つつある。 

 

参考文献 

[4] William Higham, 

http://www.intellectuk.org/content/view/4470/136

/ (Intellect 2008/10/29) 

[5] James Garner, “Video: Offshoring and 

outsourcing - Paul Willmott of McKinsey”,   

http://www.computerweekly.com/Articles/2008/11/0

6/233248/video-offshoring-and-outsourcing-paul-w

ilmott-of.htm (computerweekly.com 2008/11/6) 

[6] Equaterra Europe Ltd, “Global Outsourcing and 

Offshoring Trends for 2009”, 

http://www.responsesource.com/releases/rel_displ

ay.php?relid=43309 （Response Source 2008/11/13） 

 

 

崩壊する大連アウトソーシング企業と東京

で余る中国人  

米国サブプライムローン問題を震源とする今回の

世界的な金融危機は、100 年に一度の人的災害だと専

門家は指摘します。もともと、長期衰退の傾向が強い

日本では、サブプライムローン問題が実体経済に与え

る影響はさほど大きくありません。とはいいつつも、

2007 年末あたりからじわじわとオフショア開発へ逆

風が吹き始めていて、オフショア開発フォーラムによ

ると、東京で働くオンサイト中国人 IT 技術者がだぶつ

いてきたと報告されています[7]。 

参考文献 

[7] 幸地司、「ブリッジ SE 再考 ～なぜ、東京では中国

人 SE が余っているのか？」、オフショア開発勉強会 

2008 年 8 月 26 日 

 

 

闇雲な規模拡大に終止符、人材マネジメン

トの重点課題に変化の兆し  
オフショア開発関係者は、誰もが米国発の金融危機

に端を発する景気後退がオフショア開発に与える影響

を懸念しています。オフショア開発フォーラムの調べ

によると、中国オフショア開発では闇雲な拡大路線に

終止符が打たれ、人材マネジメントの重点課題が「即

戦力人材の中途採用」から「新卒採用」ならびに「人

材育成」に移っていることが判明しました。 

好調だった大連の日本向けアウトソーシング（オフ

ショア開発＋BPO）にもかげりが見え始めています。

2006 年頃から、大連急成長の歪みを指摘する声が一部

の専門家の間ではささやかれていましたが、ここに来

て明確な後退局面にさしかかってきました。大連で日

本向けオフショア開発ベンダを経営する李青寧氏（大

連亜舟信息産業・総経理）は、大連の厳しい経営環境

について本誌に次のように語ってくれました。 

 
その他 15%

人材育成 15%

人材採用

（中途） 19%

人材採用

（新卒） 19%

人材流出防止

32%

 

 
  
・2008 年 4 月以降  

独自の商流を持たず派遣・孫請に甘んじてきたソフ

トハウスは、ここ半年間はほとんど仕事がない状態 
 

 
・2008 年 6 月  

中国国際ソフトウェア交易会（大連）では、例年に

比べて出展者、来場者ともに少なく閑古鳥がなく状

態だった 

 

図 1：これからの人材戦略の重点項目 

（Ｎ＝49、オフショア開発フォーラム調べ - 2008 年 11 月） 

 ・2008 年夏 

前出の大連における対日オフショアリング業界の

2008 年度上半期の惨憺たる状況やオフショア開発フ

百名規模、社員の半数以上を人員整理する会社もあ

り 
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ォーラムの調査結果を分析すると、短期的な日本のオ

フショア市場動向を次のように結論づけます。 

オフショア開発フォーラムでは、IT 音痴のブリッジ

SE 見習いをどう扱うべきかについてアンケート調査

を行いました。すると、上記事例については「先輩の

指示が悪いので、ブリッジ SE 見習いを責めるべきでは

ない」が 38％、反対に「将来性に乏しいので、このブ

リッジ SE 見習いを切るべし」と厳しい判断を下したの

が 49％にのぼりました。 

・2008 年度は大きく下落傾向。2009 年は下落率こそ低

いが低空飛行の安定状態が続く 

・初級プログラマレベルへの教育はますます重視され

る一方、マネジメント層を対象とする人材育成の取

り組みは相変わらず低迷。マネジメント層について

は、"育成・トレーニング"ではなく、リテンション

向上が意識されるようになる 

 

 
指示が悪いの

で、ブリッジSE

見習いを責めて

はいけない

38%

その他

14%

将来性ない。

切るべし

48%

  

IT 音痴のブリッジ SE 見習い OJT 指導要領  

 中国オフショア開発の世界では、中途半端に仕事を

覚えた“使えない”割には“高待遇”を要求する中国

人の中途採用を避けて、実務経験のない真っ白で純粋

無垢な新人採用に注力する組織が急増しています。中

国の大学を卒業して、晴れて対日オフショア開発ベン

ダに新卒採用された将来有望なブリッジ SE の卵たち

の中には、技術力よりも語学力が買われたものも少な

くありません。すると、以下のような新たな局面に遭

遇します。 

 

 

 

 

 

図 2：IT 音痴のブリッジ SE 見習いの扱い 

（Ｎ＝74、オフショア開発フォーラム調べ - 2008 年 10 月） 

 

 
 

私の見解はこうです。 
ここは、ある日本企業（東京本社）のソフトウェ

ア開発現場です。あなたの部下として、日本の大学

を優秀な成績で卒業した中国人社員がブリッジ SE

見習として配属されました。大学では情報系とは無

関係な学科にいたため、今でもプログラマとしては

戦力外です。その為、あなたの上司からは「欠点を

補うのではなくコミュニケーション能力を伸ばし

て、ブリッジ SE として育てたい」とＯＪＴ方針が

打ち出されました。さて、いよいよブリッジ SE 見

習いを本番プロジェクトに投入することになりま

した。今日は、あなたがブリッジ SE 見習いに遠隔

から作業指示を与える場面です。 

 

――DOS 画面を開いて検査コマンドを実行しなさい

（あなた） 

・・・（しばらく試行錯誤） 

DOS 画面の開き方がわかりません。教えてください

（BSE 見習い） 

 

――こちらで問題分析するので、DOS 画面のエラー

メッセージ部分を範囲指定して、メモ帳に paste し

て、メールで送ってください 

ペーストできません（泣き顔） 

 

――あなた、ちゃんとコピーしましたか？ 

右クリックしても、コピーするが表示されません

（泣きべそ） 

 

――ショートカットキーを使いなさい。[ctrl]＋c

あー、できましたー（うれし涙） 

（解決時間 120 分間） 

 

「問題の IT 音痴のブリッジ SE が日本人なら、将来性

なしと判断して即切るべし。中国人なら、顧客指向

と職人思考の有無を判断して処遇を決定すべし」 

 

その理由は単純です。IT 音痴の中国人には、ごく稀

に優れた顧客指向やホスピタリティ（日本的なおもて

なしの心）の持ち主がいます。極めて希少価値が高い

ので、長期視点で経営する会社なら、IT 音痴であって

も率先して採用し、育成して、リテンション向上を図

るべきだからです。 

とはいえ、人材活用の要点は、会社の人材戦略（会

社の路線）に沿っているかどうかに他なりません。た

とえば、会社の経営方針として、最初から少数精鋭の

技術者集団を目指すなら、そもそも IT 音痴のブリッジ

SE など不要です。米国のコンサルティング会社マッキ

ンゼーは、ソフトウェア企業（組織）には４つの異な

る路線があり、路線ごとにそれぞれ異なる領域に注力

すべきだと示唆しました[8]。 

 

・低価格路線（Cost champions 

・革新路線（Innovators） 

・職人路線（Perfectionists） 

・インテグレータ路線（Integrators） 
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例えば、低価格路線を標榜するソフトウェア企業で

は、1 に標準化、2 に標準化、3，4 がなくて 5 に標準

化。全ては、原価削減のためだと考えます。一方、イ

ンテグレータ路線の会社でも、成功のカギは標準化で

す。ですが、標準化の目的は、原価削減ではなく「価

値創造」に力点を置くのがポイントです。あなたの会

社が「低価格路線」を目指すなら、IT 音痴のブリッジ

SE が活躍できるような仕組みを構築すべきでしょう。

徹底した標準化と、短期間で即戦力化するための、低

級人材向け社内トレーニングの充実、などです。 

 

◆読者コメント◆ 

by 芋たこ北京 

指示が悪い。責めてはいけない。素人にでもわかる言

葉でマニュアルの整備。「猿でもわかるＸＸＸ」という

マニュアル整備が必要。因みに、小生の現在の職場で

は、「猿でもわかるＸＸＸ」いう業務手続マニュアルを

数種類用意しています。できれば、改定した年を表示

するために、「猿でも」を今年からは、干支で表示しよ

うと、 今年改定したのは、「ネズミでもわかるＸＸＸ」

として、経過年をわかるようにしようと考えています。 

 

by 大連帰り 

学業が優秀な人間は、仕事が優秀とは限らないと思い

ます。それは中国人・日本人関係ないと思います。当

社の新入社員の半分は文系ですが、ＰＧ・ＳＥとして

の資質は大差ないと思います。 設問のような人がいた

場合は、単にその個人の問題であり、日本採用なら転

属、中国採用なら試用期間中に切る、もしくは保証金

を払ってでも切ったほうがいいでしょう。因みに中国

国内では、理系の人間が工程師になるのであって、分

系の人が工程師になるのはありえないという話でした。

（プロフェッショナル思考が強いのでしょう） 

 

by 佐倉  

IT 音痴の度合いにも寄ると思うのですが、人に向き不

向きがあるのは道理。これは、中国人に限らず日本人

でも同じだと思います。最低限の SE としての資質とし

て、論理的思考が出来るかという部分で NG であれば、

切るべきであると思いますし、単に経験不足の為に要

領が悪いのであれば、経験と訓練で矯正可能と判断し、

切るべきではないと考えます。最低限の論理的思考が

出来るかの判断で、よく使う質問が、『小さなテーブル

の上に果物が２つ入る袋とみかんが置いてあります。

テーブルの上はその２つで一杯です。あなたは右手に

リンゴを左手にバナナを持っています。その状態から、

みかんだけを袋に入れて渡して下さい』というのがあ

ります。ここでみかんを袋に入れる手順が導き出せな

い人は、SE の資質として必要最低限の論理的思考が出

来ないと判断します。 

 

by 大連帰り 

まずは理系と文系の違いについてお話します。私が技

術者（工程師）との面接、ＩＴ企業総経理当等からお

話をお伺いして聞いたことですが、中国においては、

理系にいけない学生が文系に行くという考えが根強く

あるそうです。（ここでも差別とか格差をつける様な考

えがはびこっています。） そこから理系は技術者（工

程師）や研究者になり、文系の学生は卒業後にＩＴを

勉強するのは無理（金を稼げない）と考えているそう

です。企業側でも、企業内教育制度として理系の学生

に日本語を教える企業は多々ありますが、日本語を話

せる文系の学生にＩＴを教育している企業は 1 社しか

お会いできませんでした。 （現地駐在中、大連の超有

名企業からかなりの小規模企業までかなり見学いたし

ました。） 弊社は、日本語を話せる文系の学生にＩＴ

教育を行うことがユーザ企業系ベンダには有利と考え

ていましたが、中国での現状社会インフラがマッチし

ていないためトライを取りやめた次第です。 理系な優

秀さと、文系な優秀さは違うとか、文系出身が工程師

になれないのは不合理と思うかという問いに対しての

解答は、今の大連では上記問いに対して解答を語れる

状況ではく、現状の中で答えを探すしかないという風

になってしまいます。 

 

 

参考文献 

[8] Janaki Akella and Nazgol Moussavi (2008) "Where 

software vendors should focus", 

http://www.mckinseyquarterly.com/ (The McKinsey 

Quarterly) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何かあれば現地に飛んで対応したい」と

出張申請があったら  
今月の最後は、中国オフショア開発プロジェクトの

現場で働く日本人チームメンバの「心のケア」につい

て考察します。まずは、東京の中堅ソフトハウスに勤

務する中国大好き日本人 SE との会話をご覧ください。 
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―― オフショア開発では、どんなことに気をつけ

ていますか？（聞き手：幸地） 

私は現場の人間なので、品質について最も気を遣

います。例えば、「最後に一発検収」なんてあり得

ません。中国でモノができ次第、こちらで段階的に

確認します。（話し手：中国大好き日本人 SE） 

 

―― どのようにモノを確認しますか？ 

中国のパートナーさんには、数値報告を徹底させ

ています。といいつつも、私は中国からの数値報告

をほとんどアテにしません。品質基準などの目標管

理は上役に任せて、私は早めの現物チェックに限り

ます。 

 

―― なぜ品質指標をアテにしないのですか？ 

昨今は、機密保持により、テストデータを中国側

で自作する案件がほとんどです。低次元な悩みかも

しれませんが、中国では単体試験を合格するような

都合のよいテストデータしか準備されていなかっ

たなんてことは日常茶飯事です。これは、オフショ

ア開発ならではの課題だと思います。他にも、画面

表示のずれや使い勝手の悪さなど、品質指標で管理

できない不具合も少なくありません。 

 

―― 現場・現物・現実の三つの現を重視する三現

主義ですね。 

トラブルの兆候を感じたら、すぐに中国に飛びた

いのですが、予算の都合でそう簡単には許されませ

ん。私のような下々（しもじも）の担当者が出張す

るのは決まって最悪の状態に陥ってから。一方、部

長さんが中国出張するのは、いつも安定した時期で

す。彼らの中国出張は、いつも楽しそうですよ。 

 

日本側のオフショア窓口担当が中国語ネイティブ

レベルの語学力を有しない限り、“いざ”という時の遠

隔コントロールは機能しません。一方で、モグラ叩き

のようなその場をしのぐためだけの海外出張は、技術 

 

 

賛成

67%

反対

22%

その他

11%
 

 

 

 

 

 

 

図 3：「何かあれば現地に飛びたい」という気持ち 

（Ｎ＝65、オフショア開発フォーラム調べ - 2008 年 10 月） 

 

 

者を疲弊させるだけで、根本的な解決にはつながりま

せん。平常時から、開発プロセスの定量評価と段階的

な現物レビューを徹底させることが何より大事です。

「お客様は神様」な日本市場では、出張費よりも「時

間」の制約が大きいので、ある意味において無意味な

出張を繰り返すオフショア開発が多いのも事実でしょ

う。ですが、行ってみて初めて分かることが多いのも

事実です。現地事情を理解した上司が出張可否を判断

するなら安心ですが、現状把握が甘い上司が「予算が

ない」の一言で出張申請を退けるのはいかがなもので

しょうか。 

私は、特に景気後退局面における人材マネジメント

の要諦“リテンション(retention)”の観点から、技術

者の職人魂の否定につながりかねない「出張申請却下」

の危険性を危惧します。 

 

話し手の日本人 SE は、「何かあれば現地に飛んで対

応したい」と純粋な職人魂をアピールします。ところ

が現実は厳しく、予算の制約から日本人 SE の海外出張

は認められません。さらに、計画外の出張は、上から

の心証も悪いようです。そこで、オフショア開発フォ

ーラムでは、中国オフショア発注側の設計者の立場と

して「何かあれば現地に飛んで対応したい」という日

本人 SE の職人魂に賛成か反対かを緊急調査しました。

結果は、賛成が 68%、反対が 22%でした。 

 

また、上司にとっての「プロジェクト成功」と、職

人魂を持った現場設計者の「プロジェクト成功」は明

らかに異なります。さらに、上司と部下とオフショア

開発の成功を考慮する時間軸も違うので、表面上の「正

論」だけで出張申請の可否判定を議論すると、人材マ

ネジメントの本質を見失ってしまう恐れがあります。

上位マネジメントは、現場に対する正論の押し付けに

慎重に対処しなくてはいけません。 

 

闇雲な規模拡大に終止符が打たれ、人材マネジメン

トの重点課題に変化の兆しが認められる昨今の事情を

考慮した上で、当該事例に対する私の見解はこうです。 

 

◆読者コメント◆ 

by コイコ  

反対します。出張で解決より、日本にいても常に状況

を把握し、コントロールできるのは大事です。出張は

一時的な手段にすぎないと思います。プロジェクトだ

から、いくら厳秘な計画にしても、想像につかない場

「職人魂は高く評価せよ。従業員のリテンション向上

のためにも、つまらぬ予算の制約による出張拒否は

御法度である」 

 

 8  



Global Sourcing Review 2008/12 

2008 年 10 月。第１回オフショア大學同窓会にて（東京） 

皆さんおっしゃるように、どういうときに現地に行く

か基準を決めた上で、費用対効果を意識しながら、あ

る程度割り切って、長期間の滞在も考える。そんな感

じでしょうか。Face To Face が一番。ただ、現地の管

理者やリーダのプライドをズタズタにしないよう、な

ぜ来たか、来て何をするか、明確にして、現地メンバ

のフォローをすること

も大事かも。 

合があります。特に異文化のオフショア開発において、

開発プロセス全体常に把握する手段を考えなければな

りません。つまり開発途中の未納品ソースなど、進捗

度とあっているかどうかを随時にチェックする必要が

あります。たまの出張、たとえ回数を増やしても、根

本的な解決方法ではないとおもっています。 

 

by おおさけ 

 賛成です。日本側が

オフショア開発の経

験が浅い場合は現地

でないと問題がわか

らない・解決できな

い場合が多いからで

す。一方で経験を積

んだ場合はレイコさ

んの仰るとおり、日

本でのコントロール

を重要視すべきと考

えます。 

by 丸山文幸 

久々に投稿させていた

だきます。行けばよい

というものではない 

という意味で「反対」

に投票しました。私は

こう考えます。準備と

目標設定（ミッション

設定）が大事です。た

とえば、現地に行く

前： 経緯や解っている

こと・解っていないこと、事実・推測をはっきり区別

して現状分析をする。現地に行けば解決できる類の問

題かどうかを判断し、解決すべき具体的な問題を絞り

込む。出張目的が現状把握なのか・交渉なのか・問題

解決なのかをはっきりさせる。「行くことで、何をどの

ようにするか」という具体的なゴール（ミッション）

を決める。以下の 3 段階を設けるとうまくいく。 

 

by okky 

「対応したい」という気持ちには賛成です。実際に現

地にいくかどうか、という点についてはケースバイケ

ースで考える必要があると思います。また、現地に飛

んでいかなくても、対応できるような育成・環境等も

構築していく必要があると思います。 

現地に行く人は：判断ができる人（これ必須）。権限を

帯びていない伝令を送ってしまうと、結局伝言ゲーム

になり、正しい判断や解決ができない。問題に対応し

て解決できる人を送り、その人の判断で決定してくる。 

 

by 芋たこ北京 

賛成。出張はドンドン行くべし。 コミュニケーション

GAP をなくすには、FACE to FACE での会話が大事。社

内的に経費云々されて、本当に必要な時に行けないこ

とを避けるためにも、出張旅費の削減を、日ごろから

心がけておく。飛行機は、CA か MU の格安。ホテルは、

300 人民元程度（如家快捷連鎖店＝HOME INN や 168 モ

ーテル等のビジネスホテル）等を探せば、毎回 10 万円

以下の出張は組めるはず。上司と同行の時にも、こう

した安宿に連れ込めば、経費削減の努力も認めてくれ

し、遊びで行っているという評価も避けることができ

るだろう。以上、本筋から離れた話ですが・・・ 

現地での作業は： 把握フェーズ：日本で理解していた

こととの乖離があるか確認する。  

実行フェーズ：最適・最短の方法でミッションを達成

する。  

確認フェーズ：最低 1 日は手を出さずに透明になって

観察し、いなくなってもミッションが達成できている

こと（問題が本当に解決できているか）を確認する。  

 

by ひろせ 

トラブルシューティングを目的とした出張で彼らの面

子が潰されることが無いとはいえません。あると思い

ます。それこそ、緊急主張の目的やミッションが明確

になっていない時だと思いますが、現地で何か起こっ

ている！というときに、よくわからないマネージャ（責

任者）クラスが乗り込んで行く、なんていうことをや

ってしまったら。技術者が現地に行って、一緒になっ

て作業する、というようなスタイルであれば、まず、

 

by ひろせ  

状況を正確に把握せず、とにかく出張する！というス

タンスの人も見かけますが、基本的には、何かが起こ

っているなと感じられたときは、出張するのが最も手

っ取り早いような気がします。２～３日の出張を何回

か行くより、１ヶ月滞在した方が、出張旅費も抑えら

れたりしますしね。（苦笑） 
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問題が起きることは無いと思います。いきなり、管理

者クラスが来て、あれこれ文句を言われて、次の日か

ら、現場管理に入り込まれる…  こんなＫＹな日本人

責任者が、緊急渡航したら、絶対ＮＧですよね。（当然

ですが） 

 

by 大連帰り 

「何かあれば」が発注側まで届いている段階で中国現

地ではとんでもない状況になっていると考えた方がい

いでしょう。遅れや仕様書の理解不能な部分をぎりぎ

りまで隠して、最後に隠しきれなくなった所で露呈す

るというのが一番多いパターンです。そのような場合

は、現地に日本人スタッフがいないようであれば、現

地へ飛んで火消ししないと手遅れになります。「面子」

についても、経営者クラスならいざ知らず、技術者・

ＰＭレベルであれば、いいわけの道具として「面子」

を利用しているに過ぎません。いい訳のネタが尽きる

と「面子」を持ち出してくることが多かったように感

じます。普段からいい訳に「面子」を利用させないよ

う、納期までに高品質の物を納品できて初めて「面子」

が保たれると言う事を「教育」しておくことが肝要か

と思います。 

 

by セン 

『面子』に気にすると、プロジェクトの進展は難しく

なると思います。 説得できる論理を持っているのであ

れば、どこでも通用します。明らかに発注先の問題で

あれば、プロジェクトを成功させるために、素直に言

うべきです。それによって、同じ問題を繰り返さない

というのも期待できます。もし判断のミスでやはり発

注元の問題であれば、それも素直に『こちら側の責任

だ』といえるのであれば、今後の説得力は強くなるで

しょう。説得力は信頼関係とつながるんですね。 

 

by 大連帰り 

レイコさんの言うとおり、異文化（中国人の価値観）

を理解するところから始めないといけないでしょう。

国際交流経験の長い経営者層は違いますが、通常技術

者たちの動き方は以下のとおりのものでした。  

・成果物はとりあえず納品し、不具合が出たら（見つ

かったら）そこを直していく。（表面化しなければ

ラッキー）  

・猫は黒くても白くても、ねずみをとる猫がいい猫で

あるというように、ソースの書き方がめちゃくちゃ

で、メインテナンス性がどうなっていようとも、表

面上動けばそれで問題なし。（後の事は考えない⇒

考えようという文化はない。） 

当社も朝礼で当日作業予定報告、夕礼による実績確認

および WEB のプロジェクト管理ツールも当然利用して

いました。ただし、これらツールが機能するのは、報

告・入力する技術者が正直に報告することですが、そ

のような技術者は残念ながら少数派でした。管理され

ることには慣れている中国人ですが、その管理の網を

ものともしないのも中国人であり、オフショア開発の

現地駐在者が毎日痛感している事だと思います。管理

していても発生したような問題は、短期の出張ではな

く火が消えるまで、１ヶ月でも２ヶ月でも現地に滞在

するような覚悟が必要です。全ソースのレビューを敢

行するぐらいの覚悟も必要と思います。「何かあれば現

地に飛んで対応したい」ではなく、「何かあれば現地に

飛んで対応しなければいけない」が実際は多いのでは

ないでしょうか。 

 

さいごに 
本稿の前半は、米国オバマ新大統領の誕生や世界中

を襲った金融危機がオフショアリングに与える影響を

考察しました。 

 

・インド IT 業界はオバマ新大統領の誕生を歓迎するも、

短期的にはマイナス影響は避けられない 

短期：ERP パッケージ導入、組込、間接業務の BPO

路線で苦労する  

中期：米国市場に本格参入、メキシコ・カナダに巨

大パーク建設 

長期：新モデルの創出（クラウド・SaaS 型、ハード

生産一体など） 

 

・未曾有の金融危機だが、オフショアリングへの影響

は限定的 

 英国のアンケートによると、96％は将来の“マルチ

ソーシング化”を予測します。さらに 89％はオフシ

ョアリングからグローバルソーシングに移行する

と回答しました。バブルに踊った英国では、オフシ

ョアリグ業界の短期的な低迷は避けられません。一

方、中長期の観点では、金融危機はむしろオフショ

アリグを標準的な商習慣として定着させる促進剤

となるでしょう。 

 

本稿の後半は、日本市場におけるオフショア開発の

最新動向を分析しました。 

 

・好調だった大連の日本向けアウトソーシング業界に

もかげりが見え始めています。大連ベンダの勝ち負

けを分ける要因は、経営者が「ソフトウェア開発」

にコミットする決意と行動力です。「儲かるから IT、

楽だから派遣、次は不動産」と浮気性な経営陣が運

 10  
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 営する会社は見事に淘汰されつつあります。 

  

 ・闇雲な規模拡大に終止符、人材マネジメントの重点

課題は中途採用から新卒採用・人材育成へ移行。

2008 年度のオフショア発注量は大きく下落する傾

向。2009 年は下落率こそ低いが、低空飛行の安定状

態が続くと予測されます。中国の人海施術を支える

初級プログラマレベルへの教育はますます重視さ

れます。IT 音痴の新人従業員でも、顧客志向と職人

気質の強さがあれば、長期視点で育成します。ただ

し、オフショア開発フォーラムの独自調査では、マ

ネジメント層を対象とする人材育成の取り組みは

相変わらず低迷すると予想します。マネジメント層

については、“育成・トレーニング”ではなく、リ

テンション向上が意識されるようになります。 

 

本書の概要 
日本では昔から高度人材の不足が指摘されていま
す。特に学生の理工系離れが著しく、IT関係にもそ
の影響が及んでいます。ソフトウェア技術者の社会
的な地位が高い中国やインド、ベトナムといった新
興国とは対照的です。年々高まるオフショア開発の
ニーズを踏まえ、実践ケーススタディが満載のOJT
用教科書として、このたび『オフショア開発に失敗
する方法』が出版されます。これまでのブリッジSE
人材要件に関する議論は、知識・経験など目に見え
る職能に偏っていました。本書では、未来の成果を
予測するアセスメント基準に相当するオフショア
開発コーディネータ行動特性モデルに沿った人材
鑑定の評価基準などについて、豊富な事例を用いて
具体的に解説します。特定の技術分野に依存した話
題よりも、日々のちょっとした会話の不整合や何と
なく肌感覚で“しっくりこない”といった事例を
多数扱っていますので、１つ上を目指すプログラマ
にも楽しんで頂けると確信します。 
 
■対象読者 
オフショア開発に関心を持つ全てのソフトウェア
技術者、マネージャ、経営者 
 
■書籍データ 
体裁：A5判338ページ 
価格：2800円 + 税 
発売日：2008年9月30日 
ISBN：978-4-88373-267-8 
出版：ソフト・リサーチ・センター 
著者：幸地司 

幸 地 司  
        

アイコーチ株式会社 代表取締役 

 

 九州大学大学院修了。日本初のオフショ

ア開発コンサルタントとして、ソフトウ

ェアの中国委託開発の現場を中心にコ

ンサルティング業務を展開。企業の実情

に応じた現実的な提案が評判を呼び、ク

ライアントから「実体験に即した具体的

な話が本当にありがたい」と高い評価を

得る。日本最大級のオフショア開発コミ

ュニティ「オフショア開発フォーラム」

を主宰。実践的で分かりやすい語り口が

6,000 名の会員を魅了する。2003 年にア

イコーチ株式会社を設立、代表取締役に

就任。2007 年にはオフショア大學を設立

し初代学長に就任。近年は、琉球大学非

常勤講師や沖縄県情報産業振興アドバ

イザーとしても活躍する。主な著書・コ

ラムに『オフショア開発に失敗する方

法』（ソフト・リサーチ・センター）『オ

フショア開発PRESS』（技術評論社）、『オ

フショア開発時代の開発コーディネー

タ』（＠ IT 情報マネジメント連載）、『中

国オフショア開発実践マニュアル』（オ

フショア大學出版）など。 

 

 

 

 
オフショア大學    

 
 http://www.offshoringleaders.com/ 

オフショア開発フォーラム    
 http://www.1offshoring.com/ 

アイコーチ株式会社   

 http://www.ai-coach.com/ 

 

 

  
  
  
  
  
 



ベトナムは大丈夫か？ 
 

Global Net One 株式会社代表 

霜田寛之
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金融危機とは無縁…？         
トナムは最近まで、アメリカサブプライムに

端を発した金融危機の直接的な影響は限定的

でした。日本も先日までは対岸の火事と眺めていたの

にも関わらず、突然金融機関の資本増強や不動産事業

を行う会社の倒産が出始めました。ですが日本や欧米

からの受託をメインに仕事をこなして来たベトナム国

内のIT企業各社にとってはやはり大きな影響が出て

います。それまでの物価上昇に加え、為替の上下や株

式相場の停滞ムードが出てきてしまっています。右の

グラフは上から順にベトナム株式指数、ドルとの為替

レート、物価指数の対前年度同期比（前月比ではない

ことに注意）です。2 
この記事の読者の方はオフショア開発に関して非常

に意識の高く勉強家の方ばかりかと思いますが、ベト

ナムの特徴と、なぜ皆ベトナムへ向かうのかを今一度

簡単に述べます。最近のベトナムの存在感の高まりは

際立つものがあります。ベトナムは５年ごとに策定し

ている IT 政策ロードマップとして、オフショア受託

国としての地位を築いてきました。 
モノもヒトも無尽蔵に大量生産する中国とは違い、

きめ細かな立ち回りと日本人との類似性、さらに競争

的な人件費や中国におけるリスクヘッジなどを機会・

強みにしています。また、欧米諸国からのアウトソー

スを受けている企業も多く、UML は比較的多くのエ

ンジニアが使えます。これから日本のシステム開発プ

ロジェクトや、オフショア開発にも UML が多く使わ

れるようになるでしょうから、有利な点と言えるでし

ょう。 
一方の弱みと言えばやはり規模と経験がまだ相対的

に少ないので、地頭は非常に良く、（狡猾さとも言える）

賢さを備え、コーディングは非常に速いのですが、プ

ロフェッショナルとしてのドキュメンテーションやビ

ジネススキルは教育の必要があります。これは即戦力

                                                                  
2 下記を元に作成 
Bloomberg、
http://www.bloomberg.com/apps/quote?ticker=VNIN
DEX:IND 
Exchange-Rates.org 
http://www.exchange-rates.org/history/VND/USD/G
/M 
General Statistics Office Of Vietnam 
http://www.gso.gov.vn/ 
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を育てない日本の大学と似ているかもしれません。口

が先行するアメリカ人や中国人に比べて謙虚なベトナ

ム人は逆に言えば消極的とも言えます。 
ベトナム人技術者を４人雇った日本企業の担当の方

は、「日本語がまだまだなので出来る限り日本語を使っ

てどんどん覚えてほしい」と言いながらも、４人が共

同で住む部屋を提供し、休みの日も日本語を話さない

でもすむ環境になってしまっていました。その企業で

は中国人も多く在籍していて、「中国の方は逞しく強引

なくらい積極的な態度を示すことがあるが、それとは

対照的」と言います。 
また、あるベトナム企業のベトナム人経営者は、半

期に一回の従業員インタビューでは、従業員一人一人

と納得が行くまで会社の理念や目標を話し、さらに従

業員の目標ややりたいことを話す場を設けています。

その中で、「普段はおとなしいのに、このような場を設

けて議論を始めると、誰もが会社や仕事に対する熱い

気持ちを持って、こちらが驚く」と言います。ちなみ

にこの会社は離職率も低く、会社と従業員でうまくビ

ジョンを共有できていることが理由である、と自己分

析しています。 
また、組み合わせ型を得意とするアメリカや中国に

比べ、日本や東南アジアは擦り合わせ型を得意とする

と言います。ベトナムとも中国とも付き合っているけ

ど、まだそれぞれの強みを引き出せていない方、ベト

ナム人には是非こちらから積極的に働きかけてみて下

さい。今まであなたが知らなかった彼の能力を引き出

せるかもしれません。 
物価があがっても、株価がさがっても、街の活気は

あいかわらずで、彼らはどこまでも前向きなようです。

日本企業も前向き思考で、このタイミングをチャンス

とするには今どうしたらいいだろう？と考えてみると

いいかもしれません。標準化や自社サービス、プロダ

クトの企画・開発など、色々とやることがあるはずで

す。 
 
霜田寛之(しもだ ひろゆき)       
Global Net One 株式会社代表  
 

 日立ソフトにおいて、ベトナ

ム最大手ソフト開発企業との

ブリッジ SE としてオフショ

ア開発プロジェクトに参画。

現地ベトナム人の人間性の裏

表の体験や優秀なエンジニア

たちとの出会いを通して、将

来のパートナー国としてのベ

トナムの可能性を強く感じた

ことをきっかけにして現在の

会社を起ち上げる。 
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今月のソフトパーク 

第１回 Quang Trung Software City（ベトナム ホーチミン市） 
 
 

グローバルソーシング・レビュー編集部 

 
はじめに 
今号から毎回、ソフトパークを取材し、それぞれの場

所柄や強み、特徴などを見て行き、さらに比較もでき

ればと思います。第一回目は新興オフショア受託国と

して台頭するベトナム。なかでも、欧米企業からはア

ウトソース先都市としての評価が高いホーチミンにあ

る、Quang Trung（クアン・チュン） Software City
（以下 QTSC）です。 
 
本格的ソフトパークの代表格 

QTSC はホーチミン初の本格的なソフトパークとし

て、国、地方の政府がバックアップしてスタートしま

した。ホーチミンの中心部からは 15km の距離です。

交通事情にも大きく左右されますがバイクで 30～35
分程度の距離で、若干市街地からは離れた場所にあり

ます。その代わりアクセス改善の為に専用バスの運行

や道路の整備、QTSC 内のアパートメントの設置など、

様々な施策が実施されているとの事です。 

建設中のビル 

 
広大なスペースが強み 

QTSC は広大なスペースを活用して、その合間にビ

ルが次々と建てられています。新しいビルが多く、そ

れらは近代的な印象を受けます。また、目下建造途中

の建物も多くあります。運営事務所が当然のことなが

ら一番古い部類の建物に当たるのでしょうが、こちら

は中も少し薄暗く、もったいないと感じます。ソフト

開発企業を始め、データエントリー、画像処理、デー

タセンターなどの事業会社や、大学などの学校、住居

施設やレストランなどがあります。広大なスペースな

ので、QTSC 内の移動は、QTSC の入り口などの警備

員に頼むとバイクで目的のビルまで（無償で）連れて

行ってくれます。 
 

恩恵は様々 
入居企業にとって一番の恩恵は、入居企業に対する

手厚いサポートと言えます。当初あった免税のメリッ

トは QTSC 外の IT 企業にも適用されるようになった

為、ほとんど無いと考えて良いですが、他にもメリッ

トはあります。 
・ 24 時間の事務員サポート 
・ 高速ネットワーク回線 
・ ワンストップで様々な事務を迅速に処理 
・ 外国人に対するビザの迅速な発行 

 
市街地の通常の物件に

入居すると、不動産オ

ーナーなどとの面倒な

交渉が必要な為、これ

らの外国人にも優しい

サポートは注目に値し

ます。

Sales Manager 

Oanh（オアイン）氏 
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